
興津東町水土里の会（静岡市）
～山の神、さった峠の風景は、三下り半に書きも尽くせじ(蜀山人)と枇杷の里～

観応元年に「観応の擾乱」により、
足利尊氏がこの地へ本陣を張ったこ
とにより地名となった紹介看板。

航空写真(H30.10.8撮影)
地区全体の様子

組織形態 農業者、⼟地改良区、ＮＰＯ、町内会
所在地 静岡市清⽔区興津東町
取組⾯積 畑 12 ha ／ 合計 12 ha
活動内容 農地維持、資源向上（共同）、資源向上（⻑寿命化）
ひとことメッセージ この地域は、東海⾃然歩道が横断し、さった峠や隣接するきよみの⾥などへの⼈の往来が多いので、

農地周りの環境向上・⾥の紹介などの活動に頑張っています。
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